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【常設展示室 ❶ 】　
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作品リスト

〒760-0027     香川県高松市紺屋町10 - 4   TEL : 087- 823-1711

（ただし、特別展開催期間 7/20 ～ 9/16 の金・土は19:00 まで）開館時間：9:30～17:00　
休 館 日：月曜日

2024年7月13 日  土 -9月29 日  日 

高松市美術館は、今年 2024 年に芥川（間所）紗織

（1924～66）が生誕100年を迎えるにあたり、彼女の作品を
所蔵する全国の10館の美術館と共に、各会場で自館の
芥川作品を展示するプロジェクト「Museum to Museums」
に参加します。
　紗織は1942年、東京音楽大学（現・東京藝術大学）声楽部
に進み、同窓である作曲家の芥川也寸志と戦後すぐの
48年に結婚します。しかし、のちにインタビューで
「私が歌をうたうと主人がコボすので『音のない』
絵に転向したんですわ。」と語っているように、音楽
を諦め、50年代の初めより油絵を猪熊弦一郎、染色
を野口道方に学ぶようになり、絵画にのめり込みま
す。その主題は、自画像あるいは彼女の女性観とも
いうべき「女」シリーズであり、喜怒哀楽の激しい
感情を画面に託しました。それら「女」の姿は古事記
等の神話を借りてスケールアップし、当館所蔵の
《神話・神々のタンジョウ》（1956年）に見られるように

自由奔放な想像力と独自の解釈によって充実した
作品を生み出していきました。この頃也寸志と離
婚し、59年には渡米、そしてアメリカで生活を
共にした間所幸雄と再婚し、渡米前の半具象から
抽象画に方向転換してこれからという 41歳で突然
他界してしまいます。
　本展は、女性の活躍が珍しかった、紗織と同時
代の福島秀子や田中敦子等の作品を展示すると同
時に、当館が 2016 年にリニューアルした後、個
展やグループ展等でその活躍を見せてくれた女性
美術家たちのバラエティ豊かな展開ぶり、そして
高松にゆかりの、洋画家・藤川栄子とニューヨーク
に活動拠点を置く依田順子の作品も紹介します。
沙織はじめ先人の女性美術家を顕彰するとともに、
時代と共に駆け抜けていく逞しい女性たちの作品
や姿を目の当たりにすることで、世代を越えて私
たちの未来をも鼓舞されることでしょう。

駆ける女たち ―コレクションに見る女性美術家たち
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��  芥川（間所）紗織 　神話・神々のタンジョウ
 　　　　　　 　1956／染料・布／133×197.2

��  赤穴桂子　 　  スペ－スに於ける三つの物体
 　　　　　　 　1956／油彩・カンヴァス／100.3×80.7

��  福島秀子　 　  作品 109
 　　　　　　 　1959／油彩・カンヴァス／162.1×112.4

��  桂 ゆき　 　  作品
 　　　　　　 　1961／油彩・カンヴァス／122×107

��  白髪富士子　 　作品No.1
 　　　　　　 　1961／油彩、和紙、ガラス・カンヴァス
 　　　　　　 　／181.5×245

��  田中敦子　 　  作品
 　　　　　　 　1962／油彩、アクリル・カンヴァス
 　　　　　　 　／ 220×350

��  草間彌生　 　  Airmail Accumulation
 　　　　　　 　1961／コラージュ・紙／53×68

��  藤川栄子　 　  主婦と厨房
 　　　　　　 　1954／油彩・カンヴァス／80.5×100.4

��  藤川栄子　 　  稲束の構成
 　　　　　　 　1958／油彩・カンヴァス／117×91.4

��  依田順子　 　  Sky
 　　　　　　 　1988／アクリル、和紙・ボード／203×228.5

��  イチハラヒロコ　  いつも、気にしていた。
 　　　　　　 　ずっと、探していた。
 　　　　　　 　2006／シルクスクリーン・カンヴァス
 　　　　　　 　／ 160×160

��  流 麻二果　 　  辻を逸れる
 　　　　　　 　2015／油彩・カンヴァス／
 　　　　　　 　各 180×140×4枚

��  蜷川実花　 　  Acid Bloom
 　　　　　　 　2003／ Cプリント・プレキシグラス
 　　　　　　 　／各 97×145.6

��  鴻池朋子　 　  皮絵　オオカミ
 　　　　　　 　2015／アクリル、水彩、
 　　　　　　 　水溶性ワックスパステル・牛皮／280×270

��  橋爪 彩　 　  Les amies
 　　　　　　 　2016／油彩・パネルにエマルジョン地／
 　　　　　　 　100×130

��  宮永愛子　 　  waiting for awakening 
 　　　　　　 　-wall clock-
 　　　　　　 　2019／ナフタリン、樹脂、ミクストメディア
 　　　　　　 　ミクストメディア／ 23×45×89

��  曽谷朝絵　 　  bathtub no.15
 　　　　　　 　2001／油彩・綿布張りパネル／180×226

��  やなぎみわ　 　My Grandmothers MINEKO
 　　　　　　 　2002／発色現像方式印画／ 87.5×120

��  近藤亜樹　 　  おしるし
 　　　　　　 　2020／アクリル・カンヴァス／116.7×91

��  近藤亜樹　 　  きらきらひかるひと
 　　　　　　 　2020／アクリル・カンヴァス／ 41×31.8

��  谷澤沙和子　 　無名
 　　　　　　 　2015／陶、貝、シルクスクリーン・布
 　　　　　　 　／可変 （部分展示）

9月7日（土）14:00～ギャラリートーク
[ 学芸員による解説 ] ※要観覧券

藤野可織

（ただし、7/15 [ 月・祝 ]・8/12 [ 月・振 ]・9/16 [月・祝 ]・9/23 [ 月・振 ] 開館、
   7/16 [火 ]・8/13 [火 ]・9/17 [火 ]・9/24 [火 ] 休館）

特設サイト



【常設展示室 ❷ 】 工芸界の牽引者たち

作品リスト No.／作家／作品名／制作年／素材・技法／寸法（縦×横×高または奥行、直径×高）cm

高松市美術館の前身・旧高松市立美術館（栗林公園内）

が開館したのは 1949（昭和24）年でしたが、その初動
期より二人の嘱託学芸員が美術館の運営に携わって
いました。一人は、戦地から引き揚げ、故郷高松の
惨状を文化で復興しようと美術館の開館に尽力した
漆芸家の明石朴景（1911～92年）であり、もう一人は、
戦後直後の1947（昭和22）年に地元でその明石や音丸
耕堂等といった若手、中堅の工芸家たちにより結成
された新しい工芸団体「匠人社」に参加した金工家
の鴨政雄（1906～2000年）です。
　鴨は、兄の鴨幸太郎と同じく東京美術学校（現東京
藝術大学）金工科に進み、1927（昭和2）年、同郷の工芸
界の先駆者・北原千鹿が主宰する「工人社」の結成に、
大須賀喬、信田洋、山脇洋二等と共に参加しました。
この年は、第8回帝展に第四部「美術工芸」部門が
設置され、近代工芸史に新しいページが刻まれた
時代であり、鴨はそれまでの伝統的な彫金とは異
なる表現を模索し研鑽を積みました。

　鴨の5歳年下の明石は、香川県立工芸学校（現香川
県立高松工芸高等学校）で漆芸家の磯井如真に学び、
1934（昭和9）年に東京美術学校（現東京藝術大学）図案
科を卒業し、和歌山県工業試験場漆器部の勤務を
経て、高松に戻ります。そして、1947（昭和22）年
には後の「うるみ会」の前身となった「工芸七彩会」
を加島信夫、窪田良次、真子実也等と結成します。
この会は「新しい泉を掘ろうと集まった同人達。
（中略）明るい、新しい工芸を創ろう。」をスロー
ガンに掲げ、その精神は49年に改名された「うるみ
会」へと引き継がれました。
　明石・鴨二人共に、戦前・戦後の工芸界の新風
を受け、時には自らが先頭に立ち、工芸界を牽引
し続け興隆に貢献してきました。本展では、二人
の代表作をはじめ、13 作家による作品29点を
展示することで、昭和初期に胎動した鮮烈な工芸
運動や、戦後約10 年に余る香川の意欲盛んな
工芸家たちの仕事を紹介いたします。

あかし  ぼっけい

おとまる

しょうじんしゃ

かも まさお

かもこうたろう

きたはらせんろく こうじんしゃ

おお  す  が たかし

2024

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
2

C
o

l
l

e
c

t
i

o
n

 
E

x
h

i
b

i
t

i
o

n
 

2
n

d
 

t
e

r
m

 
2

0
2

4

�� 鴨 政雄　 花瓶
 　　　　　　1929／銅／9.1×19.5
�� 鴨 政雄　 花器 蛾と月見草
 　　　　　　1937／真鍮／ 16×35.6×8.6
�� 鴨 政雄　 壷 泥鰌の圖
 　　　　　　1946／真鍮／ 10.5×29.3
�� 鴨 政雄　 香炉 むらさきつゆくさ
 　　　　　　1949／真鍮、銀／ 9.1×7.8
�� 鴨 政雄　 トカゲと蝶紋花瓶
 　　　　　　1952／真鍮／ 18×22
�� 鴨 政雄　 彫金盛器 蝶と玉羊歯模様
 　　　　　　1957 頃／銀／ 29×6
�� 鴨 政雄　 彫金 蝶とバラ 花瓶
 　　　　　　1958／真鍮／ 11.8×27.1
�� 北原千鹿　 葡萄文水指
 　　　　　　1923／銀／ 6×12×21.8 ／銀
�� 北原千鹿　 花燭台
 　　　　　　1926／銅／ 7.6×12.1×26.7
�� 北原千鹿　 鉄香爐
 　　　　　　1930／鉄／ 9.1×8.4
�� 北原千鹿　 鹿文金彩花瓶
 　　　　　　1936／銀／ 17×22.5
�� 大須賀 喬　 黄銅花器
 　　　　　　1930／黄銅／ 32.5×21.6
�� 大須賀 喬　 鳳凰文銀小壷
 　　　　　　1937／銀／ 20×16
�� 山脇洋二　 煙草入れ
 　　　　　　1927／銅／ 22×18×18
�� 山脇洋二　 照明器
 　　　　　　1931／クリスタルガラス、銅、銀／21×71

�� 信田 洋　 金象嵌 銀瓶
 　　　　　　1958／金象嵌、銀／42×27.8
�� 後藤 学　 山葡萄 鍛鉄 置物
 　　　　　　1971 頃／鉄・銅／37.6×22.7×11.5
�� 鴨 幸太郎　 喫煙具
 　　　　　　1930／真鍮、漆、木／煙草入：16.5×10.5×4.5 
 　　　　　　灰皿：13×13×4.5、 台：43×19.5×1.5

�� 鴨 幸太郎　 蛙と水草 香爐
 　　　　　　1955／銀・銅／ 18×13.5
�� 磯井如真　 草花文 乾漆花瓶
 　　　　　　1930／漆／ 16.6×28.8
�� 明石朴景　 蒟醤 水仙華紋 篋
 　　　　　　1947／漆／ 35.3×27.1×26.4
�� 明石朴景　 蒟醤 紅梅紋 筐
 　　　　　　1948／漆／ 35.3×27×26.5
�� 明石朴景　 雕漆 菖蒲華紋 筺
 　　　　　　1952／漆／ 30.4×33.4×9.8
�� 明石朴景　 漆 松樹 屏風
 　　　　　　1954／漆／ 134.1×163.6
�� 明石朴景　 漆 海芋図 棚
 　　　　　　1956／漆／ 45.5×152.5×127.8
�� 加島信夫　 アマリリス 小屏風
 　　　　　　1955／漆／ 180×47
�� 大島唯史　 白峰華 篋
 　　　　　　1952／漆／ 32×32.2×27.6
�� 窪田良次　 牛の図
 　　　　　　1958／漆／ 151.9×85.2
�� 真子実也　 漆パネル こころみ
 　　　　　　1962 ／漆／ 180×80

いそ  い じょしん

しちさい

―明石朴景と鴨政雄を中心に

のぶ た よう やまわきよう じ

か しま のぶお くぼ た りょうじ まなご  じつや

9月7日（土）14:00～ギャラリートーク
[ 学芸員による解説 ] ※要観覧券2024年7月13 日  土 -9月29 日  日 

こうどう

〒760-0027     香川県高松市紺屋町10 - 4   TEL : 087- 823-1711

（ただし、特別展開催期間 7/20 ～ 9/16 の金・土は19:00 まで）開館時間：9:30～17:00　
休 館 日：月曜日（ただし、7/15 [ 月・祝 ]・8/12 [ 月・振 ]・9/16 [月・祝 ]・9/23 [ 月・振 ] 開館、

   7/16 [火 ]・8/13 [火 ]・9/17 [火 ]・9/24 [火 ] 休館）


